
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内容

参加者の声

・昨年の交流会の内容は誰にでも当てはまる内容だったので良かった。
・ロールプレイなどを通して、どんな対応をすればよいか交流できて良

　かった。
・若年の保育者にも分かりやすい内容にしたい。
・AIに聞くのもいいが、子育ての仲間として保育者がそばにいる意味　

　を大事にしたい。
・子どもや保育についての些細なことを担任に聞きにくい保護者もい

　るかもしれない。
・保護者に子育てを楽しんでもらえるように保育者のスキルを上げた

　い。
・保育者はAIに勝っている！子どもや保護者の背景は保育者だけが

　知っている。

次回の予定

第1回親育ち支援地域別連絡会（中部1グループ）　　　　　令和８年４月23日（木）
場所：南国市役所 5階　第1委員会室　　　

今年度のテーマ

　　　決定！！
AIに負けないで　先生の言葉には力がある

～保護者の背景や思いを引き出すスキルを身につけよう～

○今年度のテーマ決め
・過去のアンケートや交流会当日の参加者の意見を聞きながら考えた。
・ベテランの保育者が若年の保育者の保育を見る機会が少ない。　　　　　　　　　
・ベテラン⇔若年との会話を大切にしたい。
・保育者と保護者の関係性を深めたい。

○交流会について
（１）アイスブレイク（リフレーミング）　→本研修につなげていく。
（２）保護者の悩み事、困り事を何個か出しておく。
　　→AIの回答を出す。
　　→保育者ならどう答えるか、家庭の背景を考えながらどんな声がけを　

　　　　するか考える。

6月4日（木）13:30～16:30

場所：南国市役所 別棟2階会議室
内容：保護者からの質問など「この時どう答える？」の
　　　　アイデア出し　　　

中部1グループ地域リーダーの紹介

つぼみ保育園　 　　　朝倉先生
本山保育所　　　　　　秦泉寺先生
みつば保育園　　　 　竹政先生
なかよし保育園　　 　和食先生
あけぼの保育園　　  黒原先生
大杉保育所　　　　　  秋山先生
　　　　　　　　　　　　　 岡林先生
国府保育所　　　　　　山中先生
明見保育所　　　　　　猪原先生

中部１親育ち支援地域リーダー 作成


